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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動機が間欠的に受信する受信フレームを用いて着信通知を行い、移動機は、着信通知
と共にマルチキャストされるデータの受信を行う通信システムにおける基地局であって、
　マルチキャストされるデータを受信する移動機のうち、アイドルモードである移動機が
検索され、該検索されたアイドルモードである移動機のうち、該移動機が属するページン
ググループが、前記マルチキャストされるデータが配信される領域に重なっている移動機
が選択され、
　前記選択された移動機に対して、上りリンクの信号を送信するための無線リソースを割
り当てる手段と、
　前記選択された移動機に対して送信する前記マルチキャストされるデータを送信する無
線フレームに、前記無線リソースを割り当てる手段により割り当てられた無線リソースの
情報を含める手段
　を有する基地局。
【請求項２】
　請求項１に記載の基地局において、
　前記割り当てられた無線リソースの情報を含める手段は、前記無線フレームのMBS領域(
MBS　Region)のマルチキャスト　アンド　ブロードキャスト　サービス　マップ　メッセ
ージ(MBS_MAP　Message)又は前記無線フレームの下りリンク　マップ（DL-MAP）のマルチ
キャスト　アンド　ブロードキャスト　サービス　マップ　情報要素(MBS_MAP_IE)に、前



(2) JP 5158194 B2 2013.3.6

10

20

30

40

50

記無線リソースの情報として、ファースト　フィードバック　チャネル(Fast-Feedback-C
hannel)を割り当てる情報要素を含める基地局。
【請求項３】
　請求項１に記載の基地局において、
　前記割り当てられた無線リソースの情報を含める手段は、前記無線フレームの媒体アク
セス制御　パケット　データ　ユニット(MAC　PDU)のヘッダに、前記無線リソースの情報
として、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素を含める基地局。
【請求項４】
　請求項１に記載の基地局において、
　前記割り当てられた無線リソースの情報を含める手段は、前記無線フレームのUL-MAPの
UL-MAP　IEに、前記無線リソースの情報として、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情
報要素を含める基地局。
【請求項５】
　請求項１に記載の基地局において、
　前記割り当てられた無線リソースの情報を含める手段は、前記無線フレームのUL-MAPの
UL-MAP　IEに含まれる上りリンクバースト（UL　burst）を割り当てる情報要素に前記無
線リソースを示す情報要素を含める基地局。
【請求項６】
　請求項１に記載の基地局において、
　前記マルチキャストされるデータを受信するアイドルモードである移動機は、前記無線
リソースを使用して、下りリンクの受信品質を通知し、
　該移動機宛の着信データを受信した場合に、前記受信品質に基づいて適応変調した着信
通知メッセージを該移動機宛へ広報する手段
　を有する基地局。
【請求項７】
　請求項１に記載の基地局において、
　前記マルチキャストされるデータを受信するアイドルモードである移動機は、前記無線
リソースを使用して、下りリンクの受信品質を通知し、
　前記受信品質に基づいて、該通知された受信品質が該マルチキャストのデータを受信で
きる受信品質未満である移動機に対して、前記無線リソースが割り当てられていた場合、
前記通知された受信品質が該マルチキャストのデータを受信できる受信品質以上である移
動機の受信品質に基づいて、前記マルチキャストのデータに対する適応変調条件を決定し
、
　前記決定された適応変調条件に従って、前記マルチキャストのデータに対して適応変調
処理を行う手段
　を有する基地局。
【請求項８】
　移動機が間欠的に受信する受信フレームを用いて、着信通知が行われ、着信通知と共に
マルチキャストされるデータの受信を行う通信システムにおける移動機であって、
　マルチキャストされるデータを受信する移動機のうち、アイドルモードである移動機が
検索され、該検索されたアイドル　モードである移動機のうち、該移動機が属するページ
ンググループが、前記マルチキャストされるデータが配信される領域に重なっている移動
機が選択され、
　基地局は、前記選択された移動機に対して、上りリンクの信号を送信するための無線リ
ソースを割り当て、該選択された移動機に対して送信する前記マルチキャストされるデー
タを送信する無線フレームに、前記割り当てられた無線リソースの情報を含め、
　前記マルチキャストされるデータを送信する無線フレームに含まれる前記割り当てられ
た無線リソースの情報に基づいて、上りリンクの信号を送信する手段
　を有する移動機。
【請求項９】
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　請求項８に記載の移動機において、
　前記上りリンクの信号は、データ量が確定している一時的に送信されるデータである移
動機。
【請求項１０】
　移動機が間欠的に受信する受信フレームを用いて着信通知を行い、移動機は、着信通知
と共にマルチキャストされるデータの受信を行う通信システムにおける方法であって、
　通信装置がマルチキャストされるデータを受信する移動機のうち、アイドルモードであ
る移動機を検索するステップと、
　前記通信装置が、該検索されたアイドルモードである移動機のうち、該移動機が属する
ページンググループが、前記マルチキャストされるデータが配信される領域に重なってい
る移動機を選択するステップと、
　基地局が、前記選択された移動機に対して、上りリンクの信号を送信するための無線リ
ソースを割り当てるステップと、
　前記基地局が、前記選択された移動機に対して送信する前記マルチキャストされるデー
タを送信する無線フレームに、前記無線リソースを割り当てる手段により割り当てられた
無線リソースの情報を含めるステップと
　を有する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、WiMAX(Worldwide　Interoperability　for　Microwave　Access)と呼ばれる無線
通信方式に関して、米国電気電子学会(IEEE:　Institute　of　Electrical　and　Electr
onic　Engineers)において標準化作業が進められている。WiMAXには、IEEE　802.16dと、
IEEE　802.16eとが含まれる。IEEE　802.16dは、移動しない加入者局(Subscriber　Stati
on)を対象とした規格である。IEEE　802.16eは、移動する加入者局を対象とした規格であ
る。移動する加入者局には、移動機(MS:　Mobile　Station)が含まれる。また、IEEE　80
2.16eの次世代規格であるIEEE　802.16mも、現在標準化中である。
【０００３】
　例えば、後者の移動機を対象とする規格であるIEEE　802.16eでは、移動機、基地局(BS
:　Base　Station)、呼び出し制御装置(PC/LR:　Paging　Controller/Location　Registe
r)は、間欠受信方式をサポートする。ここで、間欠受信方式では、アイドルモード(Idle
　Mode)／ページング(Paging)が提供される。
【０００４】
　さらに、IEEE　802.16eでは、移動機、基地局、マルチキャスト中継装置、マルチキャ
スト配信サーバは、マルチキャスト配信方式をサポートする。ここで、マルチキャスト配
信方式では、マルチキャスト　アンド　ブロードキャスト　サービス(MBS:　Multicast　
and　Broadcast　Service)が提供される。MBSは、マルチキャスト　ブロードキャスト　
サービス(MCBCS:　Multicast　Broadcast　Service)と呼ばれてもよい。
【０００５】
　以下、基地局、呼び出し制御装置、マルチキャスト中継装置、マルチキャスト配信サー
バを、総じて、無線基地局側装置と呼称する。
【０００６】
　ネットワークの一例について、図１を参照して説明する。
【０００７】
　このネットワークには、コネクティビティ　サービス　ネットワーク(CSN:　Connectiv
ity　Service　Network)２が含まれる。また、このネットワークには、アクセス　サービ
ス　ネットワーク(ASN:　Access　Service　Network)が含まれる。また、このネットワー
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クには、移動機１８が含まれる。
【０００８】
　CSN２には、マルチキャストサーバ４が含まれる。ASNには、アクセス　サービス　ネッ
トワークゲートウェイ(ASN-GW:　Access　Service　Network-Gateway)６が含まれる。ASN
-GW６は、マルチキャスト中継装置８を含む。また、ASN-GW６は、呼び出し制御装置１０
を含む。また、ASNには、基地局１２が含まれる。
【０００９】
　アイドルモード(Idle　Mode)中の移動機１８は、特定の基地局に登録しない。アイドル
モード中の移動機１８は、ページンググループ１４の全基地局１２が周期的に送信する着
信通知メッセージ(Paging　Message)を監視する。そして、アイドルモード中の移動機１
８は、該移動機宛のトラヒックの有無を一定周期毎に確認する。ここで、ページンググル
ープは、１又は複数のセルにより構成されるグループである。基地局によりカバーされる
セルが複数のページンググループに属するようにしてもよい。ページンググループは、ペ
ージングエリア、ロケーションエリア、位置登録エリアとも呼ばれることがある。図１に
示される例では、ページンググループ１４１には、基地局１２１、１２２及び１２３によ
りカバーされるセルが含まれる。ページンググループ１４２には、基地局１２３、１２４

及び１２５によりカバーされるセルが含まれる。
【００１０】
　アイドルモード中の移動機１８が監視する着信通知の対象となるフレームは、間欠的に
定められる。従って、アイドルモード中の移動機１８は、該着信通知の対象となるフレー
ム以外のフレームが送信される期間中には受信を休止することにより消費電力を削減する
ことができる。
【００１１】
　上述したように、アイドルモード中の移動機１８は、特定の基地局に登録しない。従っ
て、アイドルモード中の移動機１８は、同一ページンググループ内を移動する限りは、基
地局間を移動したとしても、再登録処理を行う必要はない。その結果、移動先の基地局と
の間での制御メッセージの送受信が発生することはない。
【００１２】
　一方、アイドルモード中の移動機１８が、異なるページンググループへ移動する場合に
ついて説明する。アイドルモード中の移動機１８は、移動先の基地局との間で位置登録更
新処理を行う。位置登録更新処理では、基地局との間で制御メッセージの送受信が発生す
る。その結果、該移動機１８が属するページンググループが、呼び出し制御装置１０へ登
録される。
【００１３】
　呼び出し制御装置１０は、複数の基地局１２を管理する。また、呼び出し制御装置１０
は、アイドルモード中の移動機が、どのページンググループに属しているかを管理する。
また、アイドルモード中の移動機毎に、該移動機の所属するページンググループを管理す
る呼び出し制御装置１０が設定される。この呼び出し制御装置は、該移動機のアンカー呼
び出し制御装置(Anchor　PC/LR)と呼ばれてもよい。図１に示される例では、移動機１８
のアンカー呼び出し制御装置は、呼び出し制御装置１０１である。アイドルモード中の移
動機毎にアンカー呼び出し制御装置が設定される。
【００１４】
　CSN２は、移動機１８のアンカー呼び出し制御装置を認識する。そして、CSN２は、該ア
ンカー呼び出し制御装置を収容するASN-GW宛へ着信データを送信する。該ASN-GWに含まれ
る呼び出し制御装置は、アイドルモード中の移動機に対する着信データを受信すると、着
信通知(Paging　Announce)を、該移動機が登録されているページンググループに属する基
地局へ送信する。該着信通知を受信した基地局は、着信通知メッセージ(Paging　Message
)を広報する。この着信通知メッセージは、MOB_PAG-ADVと呼ばれてもよい。
【００１５】
　尚、標準仕様上では、呼び出し制御装置と基地局との間の着信通知は、ページング　ア
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ナウンス(Paging　Announce)と呼ばれる。また、標準仕様上では、基地局と移動機との間
の着信通知はMOB_PAG-ADVと呼ばれる。
【００１６】
　移動機１８は、着信通知メッセージにより、当該移動機１８宛のトラフィックがあるこ
とを確認する。そして、移動機１８は、アイドルモードから抜けてノーマルモードに移行
する。
【００１７】
　移動機１８は、特定の基地局と制御メッセージの送受信を行うことにより、該特定の基
地局に登録を行う。図１に示される例では、移動機１８は、基地局１２３に登録を行う。
その結果、移動機１８は、該特定の基地局とダウンリンク及びアップリングを確立する。
ここで、ダウンリンク(DL:　Downlink)は基地局から移動機方向のリンクであり、アップ
リンク(UL:　Uplink)は移動機から基地局方向のリンクである。基地局は、移動機とのリ
ンクを確立した後、該移動機宛のトラフィックを該移動機宛へ送信する。このようにする
ことで、移動機に対する着信（呼び出し）が実現される。
【００１８】
　ところで、IEEE802.16eでは、アイドルモード中の移動機は、アイドルモードから抜け
てノーマルモードへ移行せずに、マルチキャストデータを受信してもよいことになってい
る。その具体的な制御方法は、IEEE802.16eでは規定されていない。
【００１９】
　例えば、移動機１８が、アイドルモードへ移行する前のノーマルモード中に、受信を所
望するマルチキャストコンテンツが送信される時刻、マルチキャスト　アンド　ブロード
キャスト　サービス　ゾーン群(MBS　Zone群)、マルチキャスト　コネクションＩＤ(Mult
icast　CID(Connection　ID))を、取得しておくようにしてもよい。例えば、移動機１８
は、当該情報をマルチキャストサーバ４、マルチキャスト中継装置８及び基地局１２のい
ずれかにより取得するようにしてもよい。そして、移動機１８は、アイドルモードへ移行
した後に、該マルチキャストコンテンツが送信されるMBS　Zone群の何れかに位置（在圏
）している場合は、該マルチキャストコンテンツが送信される時刻の直前から、着信通知
の対象のフレームだけでなく、マルチキャストデータが配信されるフレームも合わせて受
信するようにしてもよい。
【００２０】
　ここで、マルチキャスト　アンド　ブロードキャスト　サービス　ゾーン(MBS　Zone)
及びMulticast　CIDについて説明する。
【００２１】
　IEEE802.16eでは、MBSとしてシングル基地局マルチキャスト　アンド　ブロードキャス
ト　サービス(Single-BS　MBS)とマルチ基地局マルチキャスト　アンド　ブロードキャス
ト　サービス(Multi-BS　MBS)が規定されている。
【００２２】
　Multi-BS　MBSについて、図１を参照して説明する。
【００２３】
　Multi-BS　MBSでは、MBS　Zoneは、複数の基地局によりカバーされるセルを含む。そし
て、同一MBS　Zoneに含まれるセルをカバーする基地局は、同一のマルチキャストデータ
を、マルチキャストする。このマルチキャストデータは、タイミング、同じサブチャネル
(Subchannel)、シンボル(Symbol)、変調(Modulation)、Multicast　CIDを用いて送信され
てもよい。このようにすることで、基地局間のマクロダイバーシティ効果が得られる。こ
のため、移動機による受信感度が向上する利点がある。
【００２４】
　図１に示される例では、MBS　Zone１６１は、基地局装置１２１及び１２２によりカバ
ーされるセルが含まれる。また、MBS　Zone１６２は、基地局１２２、１２３及び１２４

によりカバーされるセルが含まれる。また、MBS　Zone１６３は、基地局１２４及び１２

５によりカバーされるセルが含まれる。ある基地局によりカバーされるセルが、複数のMB
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S　Zoneに含まれるようにしてもよい。図１に示される例では、基地局１２２によりカバ
ーされるセルが、MBS　Zone１６１及び１６２に含まれる。基地局１２４によりカバーさ
れるセルが、MBS　Zone１６２及び１６３に含まれる。
【００２５】
　基地局は、当該基地局が属するMBS　Zoneを広報する。例えば、基地局は、当該基地局
が属するMBS　ZoneをDCD(Downlink　channel　descriptor)というメッセージを使って、
定期的に無線上に広報する。
【００２６】
　移動機１８は、この定期的に広報されるDCDを受信することにより、当該移動機１８が
ダウンリンクの信号を監視している基地局が属しているMBS　Zoneを検知することができ
る。図１に示される例では、移動機１８は、基地局１２３のダウンリンクの信号を監視し
ている。また、基地局１２３のカバーするセルは、MBS　Zone１６２に含まれる。マルチ
キャストコンテンツが送信されるMBS　Zone群は、該マルチキャストコンテンツが配信さ
れる配信地域に相当する。移動機１８は、受信を所望するマルチキャストコンテンツが配
信される地域に位置する場合に、該受信を所望するマルチキャストデータの受信動作を行
うことができる。
【００２７】
　また、移動機１８は、受信を所望するマルチキャストデータのMulticast　CIDが既知で
ある場合に、基地局１２から送信されるフレームからマルチキャストデータをデコードす
ることができる。
【００２８】
　以上により、例えば、移動機１８は、アイドルモードへ移行する前に、マルチキャスト
コンテンツが送信される時刻、MBS　Zone群、Multicast　CIDを取得する。移動機１８は
、アイドルモード中に、マルチキャストコンテンツが配信されるMBS　Zoneに位置し、そ
の位置において、配信時刻になった場合、着信通知の対象のフレームだけでなく、マルチ
キャストデータを受信するのに必要な他のフレームも受信することができる。例えば、移
動機１８は、アイドルモード中に、マルチキャストコンテンツが配信されるMBS　Zone１
６２に位置し、その位置において、配信時刻になった場合、着信通知の対象のフレームだ
けでなく、マルチキャストデータを受信するのに必要な他のフレームも受信することがで
きる。移動機１８は、該他のフレームに含まれるマルチキャストデータを、Multicast　C
IDに基づいてデコードし、該マルチキャストデータを受信する。
【００２９】
　一方、無線基地局側装置に関しては、マルチキャストコンテンツの配信元であるマルチ
キャストサーバ４が、配信時刻になると、マルチキャストデータを、該マルチキャストコ
ンテンツの配信地域を管理するマルチキャスト中継装置８へ送信する。例えば、マルチキ
ャストサーバ４は、マルチキャストコンテンツの配信地域、例えばMBS　Zone１６２を管
理するマルチキャスト中継装置８１へ送信する。そして、マルチキャスト中継装置８１は
、該マルチキャストデータをMBS　Zone１６２に含まれるセルをカバーする基地局１２２

、１２３及び１２４へ送信する。そして、基地局１２２、１２３及び１２４は、該マルチ
キャストデータを上述したように同期して送信する。このようにすることにより、基地局
間のマクロダイバーシティ効果が得られる。
【００３０】
　各MBS　Zoneを管理するマルチキャスト中継装置８は、予め設定しておくようにしても
よい。図１に示される例では、MBS　Zone１６１、１６２及び１６３は、それぞれ、マル
チキャスト中継装置８１、８１及び８２により管理される場合が示される。
【００３１】
　また、Single-BS　MBSでは、Multi-BS　MBSとは異なり、基地局間のマクロダイバーシ
ティ効果が得られるために、同一マルチキャストデータを、同一タイミング、同じSubcha
nnel、Symbol、Modulation、Multicast　CIDを用い、同期して、マルチキャストしない。
他の点については、基本的にMulti-BS　MBSと同様である。従って、Single-BS　MBSでは
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、基地局間のマクロダイバーシティ効果は得られない。
【００３２】
　マルチキャストデータを受信するにあたり、移動機１８は、特定の基地局とリンクを確
立する必要はない。移動機１８は、上述したように、マルチキャストコンテンツが送信さ
れる時刻、MBS　Zone群、Multicast　CIDが既知であれば、マルチキャストデータを受信
することができる。言い換えれば、移動機は、マルチキャストコンテンツが送信される時
刻、MBS　Zone群が既知でない場合においても、Multicast　CIDが既知である場合には、
マルチキャストデータを受信することはできる。ただし、この場合には、移動機１８は、
マルチキャストコンテンツが送信されない時間においても受信動作を行うことが必要とな
る場合がある。また、この場合には、移動機１８は、マルチキャストコンテンツが送信さ
れない地域においても受信動作を行うことが必要となる場合がある。しかし、移動機１８
と特定の基地局１２との間でリンクを確立する必要がない点は、アイドルモードと同様で
ある。
【００３３】
　アイドルモード中の移動機１８は、マルチキャストデータの受信中は、消費電力の削減
効果をほとんど得られない。しかし、アイドルモード中の移動機１８は、少なくとも、ノ
ーマルモードへ移行せずに、マルチキャストデータを受信することができる。従って、ア
イドルモード中の移動機１８は、マルチキャストデータを受信するために、特定の基地局
との間で制御メッセージを送受信する必要はない。
【特許文献１】IEEE　802.16e
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３４】
　アイドルモード中の移動機がマルチキャストを受信している間には、基地局１２へデー
タを送ることができない。例えば、アイドルモード中の移動機がマルチキャストを受信し
ている間に、基地局へ送信するデータには、以下の用途が想定される。
1.マルチキャストサービスによっては送信する必要がある受信確認(ACK:　Acknowledgeme
nt)
2.アイドル中の移動機が受信する着信通知メッセージを適応変調するために送信する電波
の受信品質
3.アイドル中の移動機が受信するMBSのマルチキャストデータを適応変調するために送信
する電波の受信品質
　ここで、着信通知メッセージは、MOB_PAG-ADVと呼ばれてもよい。受信品質には、チャ
ネル　クオリティ　インジケーション(CQI:　Channel　Quality　Indication)が含まれて
もよい。また、上述したデータは、該データ量が確定していてもよい。また、上述したデ
ータは、一時的に送信されるデータであってもよい。
【００３５】
　受信確認の送信は、マルチキャストサービスによっては必須の機能である。現在のIEEE
802.16eの仕様では、移動機は、受信確認を送信する場合には以下に示す動作を行う必要
がある。移動機は、特定の基地局と制御メッセージを送受信する。そして、移動機が、ア
イドルモードからノーマルモードへ移行する。その後、移動機は、受信確認を無線基地局
側装置へ送信する。
【００３６】
　受信品質の送信は、アイドルモード中の移動機においては必須の機能ではない。しかし
、アイドルモードである移動機がマルチキャストデータを受信する場合には、アイドルモ
ードであることにより得られる消費電力の削減効果は少なくなる。言い換えれば、アイド
ルモードである移動機がマルチキャストデータを受信する場合には、電力を消費する。従
って、アイドルモードである移動機が、電力を消費することになる、上述した受信品質を
示す情報を送信するようにしても、該送信による電力消費のデメリットはない。基地局１
２は、移動機１８により送信された受信品質に基づいて、適応変調を行うことができるた
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め、該適応変調を行うことができるというメリットがある。例えば、基地局１２は、適応
変調行うことにより、送信に必要なシンボル数を削減することができる。
【００３７】
　また、移動機１８が受信品質を送信する。基地局１２は、該受信品質に基づいて変調を
最適化する、いわゆる適応変調を行う。基地局１２は、該適応変調の結果を移動機１８が
受信する全ダウンリンクデータに適用するようにしてもよい。しかし、フレームのヘッダ
等のフレームをデコードするための制御情報を除くと、アイドルモードである移動機１８
が受信できるダウンリンクのデータは、着信通知メッセージか、マルチキャストデータだ
けである。従って、一時的にアップリンクを使用して、電波の受信品質を無線基地局側装
置へ送信することによる効果は、結果的に、上述した2及び3のケースに限られるかもしれ
ない。しかし、マルチキャストデータを受信中であるアイドルモードである移動機１８へ
一時的なアップリンクを提供するメリットはある。
【００３８】
　しかし、現在のIEEE802.16eの仕様では、一時的にアップリンクデータを送信する必要
がある場合であっても、移動機１８は、特定の基地局１２との間で制御メッセージを送受
信して、アイドルモードからノーマルモードへ移行しなければならない。
【００３９】
　尚、移動機１８は、基地局１２へ送信するデータ量が確定していない場合には、以下の
処理を行うことが好ましい。移動機１８は、該基地局１２との間で制御メッセージを送受
信し、アイドルモードからノーマルモードへ移行する。ノーマルモードへ移行した移動機
１８は、該基地局１２との間でリンクを確立してから、必要なデータを該基地局１２へ送
信する。送信するデータ量が確定していないため、移動機１８は、随時、必要なデータ量
を送信できる帯域を、制御メッセージによって、基地局１２へ要求する必要があるためで
ある。また、移動機１８は、固定的に一定のスループットを得られる帯域が定期的に割り
当てられるように、制御メッセージにより、基地局１２へ要求するようにしてもよい。こ
れらの処理は、事実上、リンクを確立する行為と同義となる。この処理により送信される
データは、一時的なアップリンクには含まれない。
【００４０】
　上述したように、現在のIEEE802.16eの仕様では、マルチキャストデータを受信するア
イドルモードである移動機１８が、データ量が確定している一時的なアップリンクデータ
を送信するためには、特定の基地局１２との間で制御メッセージを送受信して、アイドル
モードからノーマルモードへ移行しなければならない。
【００４１】
　そのために、マルチキャストデータを受信するアイドルモードである移動機１８は、以
下の用途のために、アップリングデータを送信できない。
1.マルチキャストサービスによっては送信する必要がある受信確認(ACK:　Acknowledgeme
nt)
2.アイドル中の移動機が受信する着信通知メッセージを適応変調するために送信する電波
の受信品質
3.アイドル中の移動機が受信するMBSのマルチキャストデータを適応変調するために送信
する電波の受信品質
　ここで、着信通知メッセージは、MOB_PAG-ADVと呼ばれてもよい。受信品質には、チャ
ネル　クオリティ　インジケーションが含まれてもよい。また、上述したデータは、該デ
ータ量が確定していてもよい。また、上述したデータは、一時的に送信されるデータであ
ってもよい。
【００４２】
　そこで、本無線基地局装置、移動機及び通信システム並びに方法は上述した問題点を鑑
みてなされたものであり、その目的は、アイドルモードのまま上りリンクのデータを送信
することができる無線基地局装置、移動機及び通信システム並びに方法を提供することに
ある。
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【課題を解決するための手段】
【００４３】
　上記課題を解決するため、本基地局は、
　移動機が間欠的に受信する受信フレームを用いて着信通知を行い、移動機は、着信通知
と共にマルチキャストされるデータの受信を行う通信システムにおける基地局であって、
　マルチキャストされるデータを受信する移動機のうち、アイドルモードである移動機が
検索され、該検索されたアイドルモードである移動機のうち、該移動機が属するページン
ググループが、前記マルチキャストされるデータが配信される領域に重なっている移動機
が選択され、
　前記選択された移動機に対して、上りリンクの信号を送信するための無線リソースを割
り当てる手段と、
　前記選択された移動機に対して送信する前記マルチキャストされるデータを送信する無
線フレームに、前記無線リソースを割り当てる手段により割り当てられた無線リソースの
情報を含める手段
　を有する。
【００４４】
　本移動機は、
　移動機が間欠的に受信する受信フレームを用いて、着信通知が行われ、着信通知と共に
マルチキャストされるデータの受信を行う通信システムにおける移動機であって、
　マルチキャストされるデータを受信する移動機のうち、アイドルモードである移動機が
検索され、該検索されたアイドルモードである移動機のうち、該移動機が位置するページ
ンググループが、前記マルチキャストされるデータが配信される領域に重なっている移動
機が選択され、
　基地局は、前記選択された移動機に対して、上りリンクの信号を送信するための無線リ
ソースを割り当て、該選択された移動機に対して送信する前記マルチキャストされるデー
タを送信する無線フレームに、前記割り当てられた無線リソースの情報を含め、
　前記マルチキャストされるデータを送信する無線フレームに含まれる前記割り当てられ
た無線リソースの情報に基づいて、上りリンクの信号を送信する手段
　を有する。
【発明の効果】
【００４５】
　開示の無線基地局装置、移動機及び通信システム並びに方法によれば、アイドルモード
のまま上りリンクのデータを送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】通信システムの一例を示す説明図である。
【図２】一実施例に係る通信システムを示す説明図である。
【図３】一実施例に係る通信システムの動作を示すフロー図である。
【図４】一実施例に係る通信システムを示す部分ブロック図である。
【図５】一実施例に係る通信システムを示す部分ブロック図である。
【図６】一実施例に係る通信システムを示す部分ブロック図である。
【図７】一実施例に係る通信システムを示す部分ブロック図である。
【図８】一実施例に係るフレームフォーマットの一例を示す説明図である。
【図９】一実施例に係るMBS_MAPメッセージフォーマットを示す説明図である。
【図１０】一実施例に係るMBS_DATA_IEフォーマットを示す説明図である。
【図１１】一実施例に係るMBS_ACK_Alloc_IEフォーマットを示す説明図である。
【図１２】一実施例に係るMBS_MAP_IEフォーマットを示す説明図である。
【図１３】一実施例に係るMBS_DATA_IEフォーマットを示す説明図である。
【図１４】一実施例に係るMBS_CQICH_Alloc_IEフォーマットを示す説明図である。
【図１５】一実施例に係るMBS_MAP_IEフォーマットを示す説明図である。
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【図１６】一実施例に係るMAC　PDUを示す説明図である。
【図１７】一実施例に係るMBS_ACK_Alloc　Extended　Subheaderを示す説明図である。
【図１８】一実施例に係るMBS_CQICH_Alloc　Extended　Subheaderを示す説明図である。
【図１９】一実施例に係るUL-MAP　IEフォーマットを示す説明図である。
【図２０】一実施例に係るMBS_ACK_IEフォーマットを示す説明図である。
【図２１】一実施例に係るUL-MAP　IEフォーマットを示す説明図である。
【図２２】一実施例に係るMBS_CQICH_IEフォーマットを示す説明図である。
【図２３】一実施例に係るUL-MAP　IEフォーマットを示す説明図である。
【図２４】一実施例に係るMBS_UL_Burst_IEフォーマットを示す説明図である。
【符号の説明】
【００４７】
　２　コネクティビティ　サービス　ネットワーク(CSN:　Connectivity　Service　Netw
ork)
　４　マルチキャストサーバ
　６（６１、６２）　アクセス　サービス　ネットワークゲートウェイ(ASN-GW:　Access
　Service　Network-Gateway)
　８（８１、８２）　マルチキャスト中継装置
　１０（１０１、１０２）　呼び出し制御装置
　１２（１２１、１２２、１２３、１２４、１２５）　基地局
　１４（１４１、１４２）　ページング　グループ
　１６（１６１、１６２、１６３）　マルチキャスト　アンド　ブロードキャスト　サー
ビス　ゾーン(MBS　Zone:　 Multicast　and　Broadcast　Service　Zone)
　１８　移動機
　１０２　コネクティビティ　サービス　ネットワーク(CSN:　Connectivity　Service　
Network)
　１０４　マルチキャストサーバ
　１０６（１０６１、１０６２）　アクセス　サービス　ネットワークゲートウェイ(ASN
-GW:　Access　Service　Network-Gateway)
　１０８（１０８１、１０８２、・・・、１０８ｋ）　マルチキャスト中継装置
　１１０（１１０１、１１０２、・・・、１１０ｌ）　呼び出し制御装置
　１１２（１１２１、１１２２、・・・、１１２ｍ）　基地局
　１１４（１１４１、１１４２）　ページング　グループ(Paging　Group)
　１１６（１１６１、１１６２、１１６３）　マルチキャスト　アンド　ブロードキャス
ト　サービス　ゾーン(MBS　Zone:　 Multicast　and　Broadcast　Service　Zone)
　１１８（１１８１、１１８２、・・・、１１８ｎ）　移動機
　１０８２　アイドルモード移動機検索部
　１０８４　ページンググループ対配信地域マッチ部
　１０８５　帯域割り当て済移動機保持部
　１０８６　受信品質マージ部
　１０８７　受信品質保持部
　１０８８　受信品質照合部
　１１２１　アップリンク帯域割り当て部
　１１２２　アップリンクデータ受信部
　１１２３　受信確認送信部
　１１２４　受信品質保持部
　１１２５　着信通知部
　１１２６　マルチキャストフレーム作成部
　１１８２　マルチキャストフレーム受信部
　１１８４　アップリンクデータ送信部
　１１８６　着信受信部
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【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を、以下の実施例に基づき図面を参照しつつ
説明する。
　なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を用い
、繰り返しの説明は省略する。
（通信システムの構成例）
　本実施例に係る通信システムについて、図２を参照して説明する。
【００４９】
　本実施例に係る通信システムは、移動機１１８を有する。また、本実施例に係る通信シ
ステムは、基地局(BS:　Base　Station)１１２を有する。また、本実施例に係る通信シス
テムは、呼び出し制御装置(PC/LR:　Paging　Controller/Location　Register)１１０を
有する。また、本実施例に係る通信システムは、マルチキャスト中継装置１０８を有する
。また、本実施例に係る通信システムは、マルチキャストサーバ１０４を有する。図２に
は１の移動機が示されているが、複数であってもよい。また、図２には、５の基地局が示
されているが、４以下でもよいし、６以上でもよい。また、図２には、２の呼び出し制御
装置が示されているが、１でもよいし３以上でもよい。また、図２には、２のマルチキャ
スト中継装置が示されているが、１でもよいし３以上でもよい。また、図２には、１のマ
ルチキャストサーバが示されているが、２以上でもよい。
【００５０】
　本実施例に係る通信システムは、間欠受信方式をサポートする。ここで、間欠受信方式
では、アイドルモード(Idle　Mode)／ページング(Paging)が提供される。
【００５１】
　さらに、本実施例に係る通信システムは、マルチキャスト配信方式をサポートする。こ
こで、マルチキャスト配信方式では、マルチキャスト　アンド　ブロードキャスト　サー
ビス(MBS:　Multicast　and　Broadcast　Service)が提供される。MBSは、マルチキャス
ト　ブロードキャスト　サービス(MCBCS:　Multicast　Broadcast　Service)と呼ばれて
もよい。
【００５２】
　以下、基地局１１２、呼び出し制御装置１１０、マルチキャスト中継装置１０８、マル
チキャストサーバ１０４を、総じて、無線基地局側装置と呼称する。
【００５３】
　本通信システムは、コネクティビティ　サービス　ネットワーク(CSN:　Connectivity
　Service　Network)１０２を有する。また、本通信システムは、アクセス　サービス　
ネットワーク(ASN:　Access　Service　Network)を有する。
【００５４】
　CSN１０２には、マルチキャストサーバ１０４が含まれる。ASNには、アクセス　サービ
ス　ネットワーク－ゲートウェイ(ASN-GW:　Access　Service　Network-Gateway)１０６
が含まれる。ASN-GW１０６は、マルチキャスト中継装置１０８を含む。また、ASN-GW１０
６は、呼び出し制御装置１１０を含む。また、ASNには、基地局１１２が含まれる。
【００５５】
　アイドルモード(Idle　Mode)である移動機１１８は、特定の基地局に登録しない。アイ
ドルモードである移動機１１０は、ページンググループ１１４に含まれる全基地局１１２
が周期的に送信する着信通知メッセージ(Paging　Message)を監視する。そして、アイド
ルモードである移動機１１８は、該移動機宛のトラヒックの有無を一定周期毎に確認する
。ここで、ページンググループは、１又は複数のセルにより構成されるグループである。
基地局によりカバーされるセルが複数のページンググループに属するようにしてもよい。
ページンググループは、ページングエリア、ロケーションエリア、位置登録エリアとも呼
ばれることがある。図２に示される例では、ページンググループ１１４１には、基地局１
１２１、１１２２及び１１２３によりカバーされるセルが含まれる。ページンググループ
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１１４２には、基地局１１２３、１１２４及び１１２５によりカバーされるセルが含まれ
る。
【００５６】
　本実施例に係る通信システムでは、無線基地局側装置は、マルチキャストデータを受信
する。また、無線基地局側装置は、アイドルモードである移動機を検索する。また、無線
基地局側装置は、アイドルモードである移動機のうち、受信したマルチキャストデータを
受信する移動機を検索する。また、無線基地局側装置は、該マルチキャストデータを受信
するアイドルモードである移動機が位置するページンググループを検索する。また、無線
基地局側装置では、該ページンググループと該マルチキャストデータの配信地域が重なっ
ていた場合に、該配信地域に属する基地局群が、該マルチキャストデータを送信する。こ
こで、該マルチキャストデータが含まれる無線フレームには、帯域割り当てメッセージが
含まれる。
【００５７】
　該マルチキャストを受信しているアイドルモードである移動機は、該帯域割り当てメッ
セージに含まれる帯域を利用して、上りリンクのデータを送信する。この上りリンクのデ
ータは、該データ量が確定しているデータであってもよい。また。該データは、一時的に
送信されるデータであってもよい。
【００５８】
　本実施例に係る通信システムの動作について、図３を参照して説明する。
【００５９】
　マルチキャスト中継装置１０８は、マルチキャストサーバからマルチキャストデータを
受信する（ステップＳ３０２）
　マルチキャスト中継装置１０８は、マルチキャストされるデータを受信する移動機のう
ち、アイドルモードである移動機を検索する（ステップＳ３０４）。
【００６０】
　マルチキャスト中継装置１０８は、該検索されたアイドルモードである移動機のうち、
該移動機が位置するページンググループが、マルチキャストされるデータが配信される領
域に重なっている移動機を選択する（ステップＳ３０６）。
【００６１】
　マルチキャスト中継装置１０８は、ステップＳ３０６において選択された移動機を示す
情報を基地局に送信する（ステップＳ３０８）。
【００６２】
　基地局１１２は、受信した選択された移動機を示す情報に基づいて、該選択された移動
機に対して、上りリンクの信号を送信するための無線リソースを割り当てる（ステップＳ
３１０）。
【００６３】
　基地局１１２は、該選択された移動機に対して送信するマルチキャストされるデータを
送信する無線フレームに、ステップＳ３１０において割り当てられた無線リソースの情報
を含める（ステップＳ３１２）。
【００６４】
　基地局１１２は、マルチキャストデータを送信する（ステップＳ３１４）。
【００６５】
　本実施例によれば、マルチキャストを受信しているアイドルモードである移動機は、デ
ータ量が確定している一時的なアップリンクデータを送信できる。その際に、該移動機は
、特定の基地局との間で制御メッセージを送受信して、アイドルモードからノーマルモー
ドへ移行する必要はない。
【００６６】
　本実施例では、マルチキャストを受信しているアイドルモードである移動機は、帯域割
り当てメッセージを受信することにより、当該移動機に割り当てられた帯域を使用して、
マルチキャストデータの受信確認を無線基地局側装置へ送信する。
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【００６７】
　本実施例では、マルチキャストを受信しているアイドルモードである移動機は、帯域割
り当てメッセージを受信することにより、当該移動機に割り当てられた帯域を使用して、
電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信する。この場合、該電波の受信品質を受信した
無線基地局側装置は、該移動機宛の着信データを受信した場合、該受信品質に基づいて適
応変調した着信通知メッセージを該移動機宛へ広報する。
【００６８】
　本実施例では、マルチキャストを受信しているアイドルモードである移動機は、帯域割
り当てメッセージを受信することにより、当該移動機に割り当てられた帯域を使用して、
電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信する。この場合、該電波の受信品質を受信した
無線基地局側装置は、MBSのマルチキャストデータを送信する場合、該マルチキャストデ
ータの配信地域に含まれる、あるMBS　Zoneに位置するアイドルモードである移動機のう
ち、有効な受信品質が得られていないアイドルモードである移動機を検索する。そして、
該無線基地局側装置は、検索された有効な受信品質が得られていないアイドルモードであ
る全移動機に対して、該MBS　Zoneにおけるマルチキャストデータの配信により、帯域を
割り当てているかを判断する。そして、該無線基地局側装置は、有効な受信品質が得られ
ていないアイドルモードである全移動機に対して帯域を割り当てている場合には、該MBS
　Zoneにおいては、有効な受信品質が得られているアイドルモードである移動機及び／又
は有効な受信品質が得られているノーマル移動機の最低受信品質に基づいて、該MBS　Zon
eで配信するマルチキャストデータを適応変調する。
（第１の実施例）
　本実施例に係る通信システムについて、図４を参照して説明する。
【００６９】
　図４において、通信システムは、マルチキャストサーバ１０４と、マルチキャスト中継
装置１０８（１０８１、１０８２、・・・、１０８ｋ）（ｋは、ｋ>０の整数）と、アン
カー呼び出し制御装置１１０（１１０１、１１０２、・・・、１１０ｌ）（ｌは、ｌ>０
の整数）と、基地局１１２（１１２１、１１２２、・・・、１１２ｍ）（ｍは、ｍ>０の
整数）と、移動機１１８（１１８１、１１８２、・・・、１１８ｎ）（ｎは、ｎ>０の整
数）とを有する。マルチキャスト中継装置１０８とアンカー呼び出し制御装置１１０は、
同一のASN-GWに収容されるようにしてもよい。また、マルチキャスト中継装置１０８とア
ンカー呼び出し制御装置１１０は、異なるASN-GWに収容されるようにしてもよい。
【００７０】
　マルチキャスト中継装置１０８は、アイドルモード移動機検索部１０８２を有する。ま
た、マルチキャスト中継装置１０８は、ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４
を有する。
【００７１】
　基地局１１２は、アップリンク帯域割り当て部１１２２を有する。また、基地局１１２
は、アップリンクデータ受信部１１２２を有する。
【００７２】
　移動機１１８は、マルチキャストフレーム受信部１１８２を有する。また、移動機１１
８は、アップリンクデータ送信部１１８４を有する。
【００７３】
　マルチキャストサーバ１０４は、配信時刻になったマルチキャストコンテンツを、該マ
ルチキャストコンテンツの配信先のMBS　Zoneを管理しているマルチキャスト中継装置１
０８へ配信する。ここで、該マルチキャストコンテンツの配信先となるMBS　Zoneは１で
もよいし、複数であってもよい。
【００７４】
　マルチキャストサーバ１０４は、該マルチキャストコンテンツの受信登録をしている移
動機（以下、マルチキャストデータ受信登録済移動機群と呼ぶ）を示す情報を該マルチキ
ャスト中継装置１０８に送信する。該マルチキャストコンテンツの受信登録をしている移
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動機は複数であってもよい。また、マルチキャストサーバ１０４は、該マルチキャストコ
ンテンツの配信地域を示す情報を該マルチキャスト中継装置に送信する。ここで、マルチ
キャストコンテンツの配信地域は、配信先のMBS　Zoneに相当する。
【００７５】
　尚、マルチキャストデータ受信登録済移動機群を示す情報は、マルチキャストデータを
配信する前に、マルチキャスト中継装置１０８へ送信するようにしてもよい。また、マル
チキャストコンテンツの配信地域を示す情報は、マルチキャストデータを配信する前に、
マルチキャスト中継装置１０８へ送信するようにしてもよい。また、MBS　Zone毎に、該M
BS　Zoneを管理するマルチキャスト中継装置が異なる場合には、配信先マルチキャスト中
継装置１０８は複数となる。
【００７６】
　アイドルモード移動機検索部１０８２は、マルチキャストサーバ１０４により送信され
たマルチキャストデータ受信登録済移動機群を示す情報に基づいて、該マルチキャストデ
ータ受信登録済移動機群に含まれる移動機のうち、アイドルモードである移動機を検索す
る。そして、アイドルモード移動機検索部１０８２は、検索されたアイドルモードである
移動機が属するページンググループを、該アイドルモードである移動機のアンカー呼出制
御装置１１０に問い合わせる。アイドルモードである移動機毎にアンカー呼び出し制御装
置が異なる場合には、アイドルモード移動機検索部１０８２は、アイドルモードである移
動機毎に対応するアンカー呼出制御装置１１０に対して、該アイドルモードである移動機
の属するページンググループを問い合わせる。
【００７７】
　アイドルモード移動機検索部１０８２は、取得した各アイドルモードである移動機が属
するページンググループに基づいて、各アイドルモードである移動機とページンググルー
プを対応付けてリスト化する。そして、アイドルモード移動機検索部１０８２は、該リス
トをページンググループ対配信地域マッチ部１０８４に入力する。
【００７８】
　マルチキャストサーバ１０４により送信されたマルチキャストコンテンツの配信地域を
示す情報は、ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４に入力される。ページング
グループ対配信地域マッチ部１０８４は、アイドルモード移動機検索部１０８２により入
力されたリストと、該配信地域のマッチングを行うことにより、帯域割り当て対象の移動
機を特定する。例えば、ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４は、あるアイド
ルモードである移動機が属するページンググループに含まれるセルをカバーする基地局の
うち、少なくとも１つが該配信地域であるMBS　Zoneに属する基地局と一致する場合には
、該あるアイドルモードである移動機を帯域割り当て対象とする。
【００７９】
　このようにすることにより、ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４では、当
該マルチキャスト中継装置１０８が管理するMBS　Zone毎に、帯域割り当ての対象となる
移動機を特定することができる。ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４は、当
該マルチキャスト中継装置１０８が管理するMBS　Zoneに属する基地局へ、該帯域割り当
て対象となる移動機を示す情報を送信する。
【００８０】
　基地局１１２では、アップリンク帯域割り当て部１１２１は、マルチキャスト中継装置
１０８により送信された帯域割り当て対象となる移動機を示す情報に基づいて、該移動機
に送信するマルチキャストデータが含まれる無線フレームに、帯域割り当てメッセージを
含める。帯域割り当てメッセージは、該移動機が、データ量が確定している一時的なアッ
プリンクデータを送信するために使用される。
【００８１】
　マルチキャストフレームを受信したアイドルモードである移動機１１８では、マルチキ
ャストフレーム受信部１１８２は、該マルチキャストフレームに含まれる帯域割り当て情
報を抽出する。そして、マルチキャストフレーム受信部１０８２は、抽出した帯域割り当
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て情報をアップリンクデータ送信部１１８４へ入力する。
【００８２】
　アップリンクデータ送信部１１８４は、入力された帯域割り当て情報に基づいて、当該
移動機１１８に割り当てられた帯域を利用して、上りリンクのデータを当該移動機１１８
の位置するエリアをカバーする基地局１１２に送信する。
【００８３】
　移動機１１８の位置するエリアをカバーする基地局１１２では、アップリンクデータ受
信部１１２２は、該上りリンクのデータを受信する。基地局１１２は、受信した上りリン
クのデータに基づいて処理を行う。
【００８４】
　本実施例によれば、無線基地局側装置は、マルチキャストデータを受信する。また、無
線基地局側装置は、該マルチキャストデータの受信登録を行っている移動機のうち、アイ
ドルモードである移動機を検索する。また、無線基地局側装置は、該アイドルモードであ
る移動機が位置するページンググループを検索する。また、無線基地局側装置は、該アイ
ドルモードである移動機が位置するページンググループと、受信したマルチキャストデー
タが配信される領域とが重なっていた場合に、該配信地域に属する基地局が、該マルチキ
ャストデータを送信する。該マルチキャストデータを送信する際に、無線基地局側装置で
は、該マルチキャストデータが含まれる無線フレームに、帯域割り当てメッセージを含め
ることができる。
（第２の実施例）
　本実施例に係る通信システムにおいて、上りリンクの信号が受信確認である場合につい
て、図５を参照して説明する。
【００８５】
　本通信システムは、図４を参照して説明した通信システムと、移動機１１８のアップリ
ンクデータ送信部１１８４が、上りリンクの信号として、マルチキャストデータの受信確
認を送信する点で異なる。また、本通信システムは、図４を参照して説明した通信システ
ムと、基地局１１２が、受信確認送信部１１２３を有する点で異なる。本通信システムで
は、アップリンクデータ受信部１１２２は、移動機１１８により送信された上りリンク信
号に含まれるマルチキャストデータの受信確認を抽出する。そして、アップリンクデータ
受信部１１２２は、抽出したマルチキャストデータの受信確認を受信確認送信部１１２３
に入力する。受信確認送信部１１２３は、アップリンクデータ受信部１１２２により入力
された受信確認をマルチキャストサーバ１０４に送信する。
【００８６】
　尚、受信確認送信部１１２３は、該受信確認をマルチキャスト中継装置１０８へ送信す
るようにしてもよい。この場合、マルチキャスト中継装置１０８は受信した受信確認をマ
ルチキャストサーバ１０４へ送信する。言い換えれば、マルチキャスト中継装置１０８は
、受信した受信確認をマルチキャストサーバ１０４へ中継する。
【００８７】
　このようにすることにより、マルチキャストを受信しているアイドルモードである移動
機は、帯域割り当てメッセージで、当該移動機に割り当てられたアップリンクデータを送
信するための帯域を使用して、マルチキャストデータの受信確認を無線基地局側装置へ送
信することができる。
（第３の実施例）
　本実施例に係る通信システムにおいて、着信通知に対して適応変調が適用される場合に
ついて、図６を参照して説明する。
【００８８】
　本通信システムは、図４を参照して説明した通信システムと、基地局１１２が受信品質
保持部１１２４を有する点で異なる。また、本通信システムは、図４を参照して説明した
通信システムと、基地局１１２が着信通知部１１２５を有する点で異なる。また、本通信
システムは、図４を参照して説明した通信システムと、移動機１１８が着信受信部１１８
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６を有する点で異なる。
【００８９】
　アップリンクデータ送信部１１８４は、上りリンクの信号として、当該移動機１１８の
下りリンクにおける電波の受信品質を基地局１１２へ送信する。基地局１１２のアップリ
ンクデータ受信部１１２２は、移動機１１８により送信された上りリンクのデータに含ま
れる受信品質を抽出する。アップリンクデータ受信部１１２２は、抽出した受信品質を受
信品質保持部１１２４に入力する。受信品質保持部１１２４は、移動機毎に該受信品質を
保持する。また、受信品質保持部１１２４は、該受信品質を有効期限付きで保持するよう
にしてもよい。
【００９０】
　また、アンカー呼び出し制御装置１１０では、着信データが受信される。着信データを
受信したアンカー呼び出し制御装置１１０は、該着信データの宛先であるアイドルモード
である移動機が位置するページンググループに属する基地局に対して、着信通知(Paging
　Announce)を送信する。
【００９１】
　該着信通知を受信した基地局１１２では、着信通知部１１２５において、着信対象のア
イドルモードである移動機の受信品質を受信品質保持部１１２４へ問い合わせる。着信通
知部１１２５は、着信対象のアイドルモードである移動機に対応する受信品質が得られた
場合、該受信品質に基づき、着信通知を適応変調して、該アイドルモードである移動機宛
へ広報する。この着信通知は、MOB_PAG-ADVと呼ばれてもよい。移動機１１８は、着信受
信部１１８６において、該着信通知を受信する。移動機１１８は、受信した着信通知に基
づいて、着信処理を行う。
【００９２】
　このようにすることにより、マルチキャストを受信しているアイドルモードである移動
機は、帯域割り当てメッセージを受信することにより、当該移動機に割り当てられた帯域
を使用して、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信する。このため、無線基地局側装
置は、該移動機宛の着信データを受信した場合、該受信品質に基づき適応変調した着信通
知メッセージを該移動機宛へ広報することができる。
（第４の実施例）
　本実施例に係る通信システムにおいて、マルチキャストデータに対して適応変調が適用
される場合について、図７を参照して説明する。
【００９３】
　本通信システムは、図４を参照して説明した通信システムと、基地局１１２がマルチキ
ャストフレーム作成部１１２６を有する点で異なる。また、本通信システムは、図４を参
照して説明した通信システムと、マルチキャスト中継装置１０８が帯域割り当て済移動機
保持部１０８５を有する点で異なる。また、本通信システムは、図４を参照して説明した
通信システムと、マルチキャスト中継装置１０８が受信品質マージ部１０８６を有する点
で異なる。また、本通信システムは、図４を参照して説明した通信システムと、マルチキ
ャスト中継装置１０８が受信品質保持部１０８７を有する点で異なる。また、本通信シス
テムは、図４を参照して説明した通信システムと、マルチキャスト中継装置１０８が受信
品質照合部１０８８を有する点で異なる。
【００９４】
　アップリンクデータ送信部１１８４は、上りリンクの信号として、当該移動機１１８の
下りリンクにおける電波の受信品質を基地局１１２へ送信する。基地局１１２のアップリ
ンクデータ受信部１１２２は、当該移動機１１８が属しているMBS　Zoneを管理する全マ
ルチキャスト中継装置１０８へ、該受信品質を当該基地局のIDと共に送信する。ここで、
基地局１１２が属するMBS　Zoneは複数であってもよい。
【００９５】
　基地局１１２により送信された受信品質と基地局のIDは、マルチキャスト中継装置１０
８の受信品質保持部１０８７に入力される。受信品質保持部１０８７は、入力された基地
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局IDと受信品質と対応付けて保持する。例えば、受信品質保持部１０８７は、入力された
基地局IDと受信品質とを組として保持するようにしてもよい。また、受信品質保持部１０
８７は、入力された基地局IDと受信品質とを有効期限付きで保持するようにしてもよい。
【００９６】
　ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４は、帯域割り当て対象の移動機（以下
、帯域割り当て対象移動機群と呼ぶ）を特定する。帯域割り当て対象の移動機は複数であ
ってもよい。ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４は、特定した帯域割り当て
対象移動機群を示す情報を、基地局１１２に送信する。また、ページンググループ対配信
地域マッチ部１０８４は、特定した帯域割り当て対象移動機群を、帯域割り当て済移動機
保持部１０８５へ入力する。また、ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４は、
割り当て対象としたMBS　Zoneを示す情報を、帯域割り当て済移動機保持部１０８５へ入
力する。帯域割り当て済移動機保持部１０８５は、入力された情報を有効期限付きで保持
するようにしてもよい。
【００９７】
　MBSのマルチキャストデータを送信する場合について説明する。
【００９８】
　マルチキャスト中継装置１０８では、アイドルモード移動機検索部１０８２は、アイド
ルモードである移動機毎に、該アイドルモードである移動機が所属するページンググルー
プを特定する。また、アイドルモード移動機検索部１０８２は、ノーマルモードである移
動機（以下、ノーマル移動機群と呼ぶ）を特定する。ここで、特定されるノーマルモード
である移動機は複数であってもよい。そして、アイドルモード移動機検索部１０８２は、
該ノーマルモード移動機群を受信品質照合部１０８８へ入力する。例えば、アイドルモー
ド移動機検索部１０８２は、ノーマルモードである移動機の特定を、マルチキャストデー
タ受信登録済移動機群に含まれる移動機のうち、どのページンググループへも属していな
い移動機を調べることで行うようにしてもよい。この方法で特定する場合、正確には、特
定したノーマルモードである移動機群の中に、ネットワークエントリしていない移動機が
含まれてもよい。ネットワークエントリしていない移動機には、例えば、電源が入ってい
ない移動機が含まれる。
【００９９】
　また、ページンググループ対配信地域マッチ部１０８４は、受信品質の照合の対象であ
るアイドルモードである移動機群（以下、受信品質照合対象アイドル移動機群と呼ぶ）を
、受信品質照合部１０８８へ入力する。例えば、ページンググループ対配信地域マッチ部
１０８４は、帯域割り当て対象の移動機を特定する処理と同様の処理により、受信品質照
合対象アイドル移動機群の特定を行うようにしてもよい。この処理により、マルチキャス
トを受信するアイドルモードである移動機群の中で、対象のMBS　Zoneに位置する可能性
があるアイドルモードである移動機を特定することができる。
【０１００】
　受信品質照合部１０８８は、ノーマル移動機群の受信品質と受信品質照合対象アイドル
移動機群の受信品質とを、受信品質保持部１０８７へ問い合わせる。そして、受信品質照
合部１０８８は、ノーマル移動機群の受信品質群と、受信品質照合対象アイドル移動機群
の受信品質群と、受信品質無しアイドルモードである移動機群とを特定する。受信品質照
合部１０８８は、特定したノーマル移動機群の受信品質群と、受信品質照合対象アイドル
移動機群の受信品質群と、受信品質無しアイドルモードである移動機群とを、受信品質マ
ージ部１０８６へ入力する。
【０１０１】
　例えば、受信品質照合部１０８８は、ノーマル移動機の受信品質を特定する場合に、ノ
ーマルモードである移動機群の中で、対象のMBS　Zoneに属する基地局における受信品質
情報があるノーマル移動群を特定する。そして、受信品質照合部１０８８は、特定された
移動機の受信品質を、ノーマル移動機群の受信品質群として、受信品質マージ部１０８６
へ入力する。また、受信品質照合部１０８８は、対象のMBS　Zoneに属さない基地局にお
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ける受信品質情報があるノーマル移動機を除外するようにしてもよい。対象のMBS　Zone
へ配信するマルチキャストデータの適応変調で考慮する必要はないためである。また、受
信品質照合部１０８８は、受信品質情報がないノーマル移動機を除外するようにしてもよ
い。受信品質情報がないノーマル移動機は、該マルチキャスト中継装置が管理していない
MBS　Zoneに属しているか、若しくは、ネットワークエントリしていない移動機であると
想定され、対象のMBS　Zoneへ配信するマルチキャストデータの適応変調で考慮する必要
はないためである。このようにすることにより、特定されたノーマル移動機群の中にネッ
トワークエントリしていない移動機が含まれたとしても、この段階で除外されるので問題
はない。
【０１０２】
　また、受信品質照合部１０８８は、受信品質照合対象アイドル移動機群の中で、対象の
MBS　Zoneに属する基地局における受信品質情報がある受信品質照合対象アイドル移動機
群を特定する。そして、受信品質照合部１０８８は、該特定した移動機の受信品質を、ア
イドル移動機受信品質群として、受信品質マージ部１０８６に入力する。
【０１０３】
　また、受信品質照合部１０８８は、対象のMBS　Zoneに属さない基地局における受信品
質情報がある受信品質照合対象アイドル移動機群を除外するようにしてもよい。対象のMB
S　Zoneへ配信するマルチキャストデータの適応変調で考慮する必要はないためである。
【０１０４】
　また、受信品質照合部１０８８は、受信品質情報がない受信品質照合対象アイドル移動
機群の情報を受信品質無しアイドル移動機群として、受信品質マージ部１０８６へ送信す
るようにしてもよい。受信品質マージ部１０８６で分類されるためである。
【０１０５】
　受信品質マージ部１０８６は、受信品質無しアイドル移動機群に関して、過去に該受信
品質無しアイドル移動機に対して、対象のMBS　Zoneへのマルチキャストデータの配信に
よってアップリンク帯域を割り当てていたかを、帯域割り当て済移動機保持部１０８５へ
問い合わせる。割り当てていなかったアイドルモードである移動機が１つでもあった場合
、そのアイドルモードである移動機は、受信品質を応答する機会がなかったことになる。
この場合、受信品質マージ部１０８６は、適応変調を行わないと判断する。この場合、受
信品質マージ部１０８６は、予め規定されている固定的な変調情報を基地局１１２へ送信
する。
【０１０６】
　一方、全アイドルモードである移動機に対して、対象のMBS　Zoneへの以前のマルチキ
ャストデータの配信によってアップリンク帯域を割り当てていた場合、帯域を割り当てた
にも拘らず、受信品質の応答がなかったことになる。この場合、対象のMBS　Zoneには、
受信品質無しアイドル移動機群の全てがいないということになる。
【０１０７】
　本実施例では、受信品質無しアイドル移動機群を特定する場合に、対象のMBS　Zoneと
重なり合いがあるページンググループに所属しているかで、絞込みが行われる。しかし、
図２を参照して説明した通信システムにおけるページンググループ１１４１とMBS　Zone
１１６２との関係のように、ページンググループの範囲とMBS Zoneの範囲とが一致しない
場合がある。このため、帯域を割り当てたにも拘らず、受信品質の応答が得られないアイ
ドル移動機が発生する場合がある。
【０１０８】
　対象のMBS　Zoneにおいて、受信品質無しアイドル移動機群の全てがいないことが確認
できた場合、受信品質照合部１０８８は、ノーマル移動機群に対応する受信品質群及びア
イドルモードである移動機群に対応する受信品質群に基づいて、適応変調を決定し、該適
応変調を示す適応変調情報を対象のMBS　Zoneに属する全基地局へ送信する。例えば、受
信品質照合部１０８８は、ノーマル移動機群に対応する受信品質群及びアイドルモードで
ある移動機群に対応する受信品質群に基づいて、該受信品質群の最低受信品質に基づいて
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、適応変調情報を決定し、該適応変調情報を対象のMBS　Zoneに属する全基地局へ送信す
るようにしてもよい。
【０１０９】
　マルチキャスト中継装置１０８により送信された適応変調情報は、基地局１１２のマル
チキャストフレーム作成部１１２６に入力される。
【０１１０】
　基地局１１２のマルチキャストフレーム作成部１１２６は、入力された適応変調情報に
基づいて、帯域割り当てメッセージが含まれるマルチキャストフレームを適応変調してマ
ルチキャストする。
【０１１１】
　このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は
、帯域割り当てメッセージにより、当該移動機１１８に割り当てられたアップリンクデー
タを送信するための帯域を使用して、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信すること
ができる。
【０１１２】
　また、このようにすることにより、次に、無線基地局側装置が、MBSのマルチキャスト
データを送信する場合には、以下の処理を行う。無線基地局側装置は、該マルチキャスト
データの配信地域のうち、あるMBS　Zoneに関して、有効な受信品質が得られていないア
イドルモードである移動機の全てが、該MBS　Zoneへの以前のマルチキャストデータの配
信によってアップリンク帯域を割り当てられていたかを判断する。そして、無線基地局側
装置は、該MBS　Zoneへの以前のマルチキャストデータの配信によってアップリンク帯域
を割り当てられていた場合、該MBS　Zoneに関して、有効な受信品質が得られているアイ
ドルモードである移動機群に対応する受信品質群及び有効な受信品質が得られているノー
マルモードである移動機群に対応する受信品質群に基づいて、該MBS　Zoneで配信するマ
ルチキャストデータを適応変調する。例えば、無線基地局側装置は、有効な受信品質が得
られているアイドルモードである移動機群に対応する受信品質群及び有効な受信品質が得
られているノーマルモードである移動機群に対応する受信品質群の最低受信品質に基づい
て、該MBS　Zoneで配信するマルチキャストデータを適応変調する。
（第５の実施例）
　本実施例に係る通信システムの適用例について説明する。本実施例では、WiMAX(Worldw
ide　Interoperability　for　Microwave　Access)を一例として説明する。しかし、間欠
受信方式及びマルチキャスト配信方式をサポートするシステムであれば、WiMAX以外にも
適用できる。
【０１１３】
　本実施例に係る通信システムは、時分割復信(TDD:　Time　Division　Duplex)方式が適
用される。TDDでは、上りリンクと下りリンクの信号が同一周波数帯で送信され、下りリ
ンクと上りリンクとが高速に切り替えられることにより、全二重通信が行われる。時分割
復信方式における伝送フレームには、下りリンクの信号が送信される下りリンクサブフレ
ームと、上りリンクの信号が送信される上りリンクサブフレームとが含まれる。また、本
実施例に係る通信システムは、直交周波数分割多重(OFDM:　Orthogonal　Frequency　Div
ision　Multiplexing)／直交周波数分割多重接続(OFDMA:　Orthogonal　Frequency　Divi
sion　Multiple　Access)が適用される。
【０１１４】
　本実施例に係る通信システムは、基地局１１２を有する。また、本実施例に係る通信シ
ステムは、移動機１１８を有する。基地局１１２と移動機１１８は、時分割復信方式によ
り無線通信を行う。時分割復信方式における伝送フレームは、図８に示すように下りリン
クサブフレーム(DL　Subframe)と上りリンクサブフレーム(UL　Subframe)により構成され
、１対の下りリンクサブフレームと上りリンクサブフレームにより、１フレームが構成さ
れる。図８には、一例としてOFDMA-PHYを示す。図８において、縦軸はサブチャネルの論
理番号(Subchannel　Logical　Number)を示し、横軸はシンボル番号(Symbol　Number)を
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示す。横軸は時間方向である。また、下りリンクサブフレームでは１スロットは２シンボ
ルにより構成され、上りリンクサブフレームでは１スロットは３シンボルにより構成され
る。また、下りリンクサブフレームには、プリアンブル(Preamble)と、フレーム制御ヘッ
ダ(FCH:　Frame　Control　Header)と、下りリンク　マップ(DL-MAP)と、上りリンク　マ
ップ（UL-MAP）と、下りリンクバースト(DL　burst)と、マルチキャスト　アンド　ブロ
ードキャスト　サービス　マップ　メッセージ(MBS_MAP　Message)と、MBSバースト(MBS
　burst)とが含まれる。下りリンクバーストは、複数の領域に区分（分割）されてもよい
。また、MBS_MAP　Messageと、MBSバースト(MBS　burst)がマッピングされる無線リソー
スは、MBS領域(MBS　Region)と呼ばれてもよい。
【０１１５】
　図８には、下りリンクバーストが４個の領域に区分（分割）されている場合を示す。ま
た、MBSバーストは、複数の領域に区分（分割）されてもよい。図８には、MBSバーストが
２個の領域に区分（分割）されている場合を示す。
【０１１６】
　プリアンブルには、移動機１１８がフレーム同期を実現するために必要なプリアンブル
パターンが含まれる。FCHは、使用するサブチャネルや直後に位置するDL-MAPに関する情
報が含まれる。DL-MAPには、DLサブフレームのDLバーストのマッピング情報が含まれる。
移動機１１８は、該DL-MAPを読むことにより、UL-MAP(DLバースト#1で送信)、DLバースト
及びMBS　Regionを識別することができる。ここで、バーストとは、同一の変調方式と同
一の前方エラー訂正(FEC:　Forward　Error　Correction)の組み合わせを有する領域であ
る。DL-MAP/UL-MAPにより、各バーストの変調方式とFECの組み合わせが指定される。バー
ストでは、IEEE　802.16eで規定されている各種の制御メッセージ、及び、ユーザデータ
が搬送される。DL-MAPには、様々な種類の情報要素(IE:　Information　Element)が含ま
れる。例えば、DL-MAPに含まれるMBS_MAP_IEでは、DLサブフレーム中のMBS　Regionが示
される。MBS_MAP_IEには、該MBS　Regionの位置を示すために、フレーム内のシンボル　
オフセット（Symbol　Offset）等が含まれる。MBS　Regionには、MBS　Region内の構成を
示すMBS_MAP　Messageと、実際のマルチキャストデータを搬送するMBS　burstが含まれる
。ただし、MBS_MAP　Messageは、少なくとも、現在のフレームから2フレーム以降のフレ
ームのMBS　Region内の構成を指し示すようにすることがIEEE802.16eで標準化されている
。移動機１１８は、MBS-MAP_IEを受信することにより、MBS-MAP　messageを読むことがで
きる。MBS-MAP_messageの一例を図９に示す。MBS-MAP　messageには、MBS_DATA_IEが含ま
れる。
【０１１７】
　また、UL-MAPは、ULサブフレームのファースト　フィードバック領域(Fast-Feedback　
Region)及びULバーストのマッピング情報を含む。UL-MAPを読むことによって、移動機１
１８は、Fast-Feedback　Region及びULバースト(#1～#4)を識別することができる。また
、Fast-Feedback　Regionは、複数のスロットに分けられるようにしてもよい。例えば、
図８に示すように、Fast-Feedback　Regionは、複数のFast-Feedback-slotに分けられる
。図８には、スロット#0-#7（slot#0-#7）に分けられる例を示す。各スロットには、各左
上から右下方向へ番号が付与される。左上から右下方向への番号付与規則は、IEEE802.16
e標準において固定的に規定されている。Fast-Feedback-slotは割り当ての単位である。
本実施例では、このFast-Feedback-slotを、マルチキャストを受信するアイドルモードで
ある移動機１１８へ割り当てる。このようにすることにより、マルチキャストを受信する
アイドルモードである移動機１１８が、アップリンクデータを送信できる。Fast-Feedbac
k-Regionは、IEEE802.16e標準において、元々、固定的に決まっているデータを高速に、
移動機から基地局へFeedbackするのに適した領域である。従って、Fast-Feedback-Region
を使用することは、データ量が確定している一時的なアップリンクデータを送信するとい
う目的に合致する。例えば、UL　burstを利用して、アップリンクデータを送信するため
には、送信したいデータに対し各種ヘッダを付加して、送信する必要がある。しかし、Fa
st-Feedback-Regionでは、Fast-Feedback-slotを移動機へ割り当てる際に、その用途も同
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時に限定して割り当てるので、柔軟なデータ送信を可能にするための各種ヘッダを送信し
たいデータに付与する必要はない。
【０１１８】
　また、上りリンクサブフレームには、ファースト－フィードバック領域(Fast-Feedback
　Region)と、上りリンクバースト(UL　burst)とが含まれる。上りリンクバーストは、複
数の領域に区分（分割）されてもよい。図８には、上りリンクバーストが４個の領域に区
分（分割）されている場合を示す。また、図８において、TTGは、送信／受信の切り替え
のギャップを示し、RTGは、受信／送信の切り替えのギャップを示す。
【０１１９】
　基地局１１２は、下りリンクサブフレーム中のMBS　RegionのMBS_MAP　Messageに帯域
割り当てメッセージをマッピングする。また、基地局１１２は、下りリンクサブフレーム
中のDL-MAPのMBS_MAP_IEに帯域割り当てメッセージをマッピングするようにしてもよい。
例えば、基地局１１２は、アップリングデータを送信するための帯域割り当てメッセージ
に、ファースト　フィードバック　チャネル(Fast-Feedback-Channel)を割り当てる情報
要素を含める。このようにすることにより、マルチキャスト受信するアイドルモードであ
る移動機１１８が、特定の基地局１１２との間で制御メッセージを送受信して、アイドル
モードからノーマルモードへ移行せずに、データ量が確定している一時的なアップリンク
データを送信することができる。
【０１２０】
　例えば、基地局１１２は、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素として、受信
確認情報割り当て要素(MBS_ACK_Alloc_IE)を有する。例えば、MBS_ACK_Alloc_IEには、移
動機識別子(MSID)、フレーム　オフセット(Frame　Offset)及びFast-Feedback　Region中
のアロケーション　オフセット(Allocation　Offset)が含まれるようにしてもよい。この
ようにすることにより、マルチキャスト受信アイドル移動機１１８は、マルチキャストデ
ータの受信確認を無線基地局側装置へ送信できる。
【０１２１】
　図９には、MBS_MAP　messageフォーマットが示される。図９において、MBS_MAP　Messa
geは、複数のMBS_DATA_IEを含む。また、図９において、MBS_MAP　Messageは、複数のExt
ended_MBS_DATA_IEを含む。また、図９において、MBS_MAP　Messageは、MBS_DATA_Time_D
iversity_IEを含む。いずれのIE(Information　Element)も、図８を参照して説明した１
つのMBS　burstの変調方式等を規定している。この変調方式等は、移動機１１８がMBS　b
urstをデコードし、読み出すために必要な情報である。MBS_DATA_IEが最も基本的なフォ
ーマットである。Extended_MBS_DATA_IE及びMBS_DATA_Time_Diversity_IEは、MBS_DATA_I
Eを拡張したフォーマットである。本実施例では、MBS_DATA_IEへ、上述のMBS_ACK_Alloc_
IEを追加したフォーマットを示す。MBS_ACK_Alloc_IEをExtended_MBS_DATA_IEに追加する
ようにしてもよい。MBS_ACK_Alloc_IEをMBS_DATA_Time_Diversity_IEに追加するようにし
てもよい。
【０１２２】
　図１０に示すように、MBS_DATA_IEには、該MBS_DATA_IEが対象とするMBS　burstに関す
る情報が含まれる。MBS　burstに関する情報には、MBS　Burst　Frame　Offset、Multica
st　CID、MBS　DIUC、　OFDMA　Symbol　Offset、Subchannel　Offset、Boosting、No.　
OFDMA　Symbols、No.　Subchannels、Repetition　Coding　Indicationが含まれてもよい
。また、MBS_DATA_IEには、次に送信されるMBS_MAP　Messageに関する情報が含まれる。
次に送信されるMBS_MAP　Messageに関する情報には、Next　MBS　MAP　change　indicati
on、Next　MBS　Frame　Offset、Next　MBS　OFDMA　Symbol　Offset、Next　MBS　No.　
OFDMA　Symbols、Next　MBS　No.　OFDMA　Subchannelsが含まれてもよい。また、MBS_DA
TA_IEには、新たに追加したMBS_ACK_Allooc_IEに関する情報が含まれる。MBS_ACK_Allooc
_IEに関する情報には、No.　of　MBS_ACK_Alloc_IE、MBS_ACK_Alloc_IE()が含まれるよう
にしてもよい。
【０１２３】
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　例えば、移動機１１８は、Multicast　CIDにより、MBS_DATA_IEにより受信すべきマル
チキャストデータを搬送するMBS　burstが規定されているかを判断する。そして、移動機
１１８は、MBS_DATA_IEにより受信すべきマルチキャストデータを搬送するMBS　burstが
規定されている場合、該MBS　burstを読む。該MBS　burstは、図１０に示されるMBS_DATA
_IE　formatに含まれるMBS　Burst　Frame　OffsetのNotes(説明)に記載されているよう
に、少なくとも現フレームから2フレーム後のフレーム中にある。
【０１２４】
　MBS_ACK_Alloc_IEには、図１１に示すように、移動機識別子(MSID)、Allocation　Offs
et、Frame　Offsetが含まれる。例えば、マルチキャストを受信するアイドルモードであ
る移動機１１８は、MSIDによって、当該移動機１１８に対するアップリンク帯域の割り当
てであることを認識する。そして、該移動機１１８は、Frame　Offsetによって、該帯域
が割り当てられているフレームを認識する。そして、該移動機１１８は、Allocation　Of
fsetによって、該フレーム中のFast-Feedback　Regionに含まれるどのFast-Feedback-slo
tを使用すればよいか認識する。そして、該移動機１１８は、該Fast-Feedback-slotを使
用して、受信したMBS　burstが搬送していたマルチキャストデータに対する受信確認(ACK
)を基地局１１２へ返信する。
【０１２５】
　一方、基地局１１２は、受信確認が、あるフレーム、言い換えれば、あるタイミングに
集中しないように、複数フレームへ分散させることもできる。例えば、基地局は１１２、
あるフレームに集中しないように、Frame　Offsetを指定する。
【０１２６】
　本実施例によれば、MBS_MAP　messageのMBS_DATA_IEに、マルチキャスト受信アイドル
移動機１１８へFast-Feedback-Channelを割り当てるMBS_ACK_Alloc_IEを新たに含める。
また、MBS_MAP　messageのExtended MBS_DATA_IEにMBS_ACK_Alloc_IEを新たに含めるよう
にしてもよい。また、MBS_MAP　messageのMBS_DATA_Time_Diversity_IEにMBS_ACK_Alloc_
IEを新たに含めるようにしてもよい。このようにすることにより、マルチキャストを受信
するアイドルモードである移動機１１８が、マルチキャストデータの受信確認を無線基地
局側装置へ送信できる。
【０１２７】
　本実施例に係る通信システムにおいて、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素
として、MBS_ACK_Alloc_IEを設け、該MBS_ACK_Alloc_IEをMBS_MAP_IE含めた場合について
説明する。
【０１２８】
　図１２は、本実施例にかかるMBS_MAP_IEのフォーマットを示す。
【０１２９】
　MBS_MAP_IEは、図８を参照して説明した伝送フレームのDL-MAPの一情報要素である。DL
-MAPは、MBS_MAP_IEを含む。
【０１３０】
　MBS_MAP_IEには、MBS　Zone　ID、Multi-BS　MBS/Single-BS　MBSのMBS　Regionの指定
、新たに追加したMBS_ACK_Allooc_IEに関する情報が含まれる。MBS_MAP_IEにより指定さ
れるMBS　Regionは、該MBS_MAP_IEを搬送しているフレーム中のMBS　Regionを示す。上述
したMBS_MAP　Messageと違い、先のフレームに関する情報は含まれない。しかし、MBS_MA
P_IE中のMBS_ACK_Alloc_IEは、MBS_MAP　Messageに含まれるようにした場合と同様に、Fr
ame　Offsetによって、先のフレームのFast_Feedback_Regionを示すことができる。これ
は、実際にマルチキャストデータが配信されるのは、MBS_MAP_IEを搬送しているフレーム
ではなく、先のフレームである可能性があるためである。この場合、受信確認も、それに
対応する必要があるからである。
【０１３１】
　MBS_MAP_IEに含まれるMBS_ACK_Alloc_IEは、図１１を参照して説明したMBS_ACK_Alloc_
IEと同様に、MSID、Allocation　Offset、Frame　Offsetを含む。
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【０１３２】
　本実施例によれば、MBS_MAP_IEに、マルチキャストを受信するアイドルモードである移
動機へFast-Feedback-Channelを割り当てるMBS_ACK_Alloc_IEを新たに含める。このよう
にすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機が、該マルチ
キャストデータの受信確認を無線基地局側装置へ送信できる。
（第６の実施例）
　本実施例に係る通信システムの他の適用例について説明する。本実施例では、上述した
ようにWiMAXを一例として説明する。
【０１３３】
　本実施例では、上述したFast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素として、受信品
質情報割り当て要素(MBS_CQICH_Alloc_IE)を有する。例えば、該MBS_CQICH_Alloc_IEには
、移動機識別子(MSID)、Frame　Offset及びFast-Feedback Region中Allocation　Offset
を含めるようにしてもよい。このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイ
ドルモードである移動機は、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信できる。無線基地
局側装置は、該移動機宛の着信データを受信したとき、該受信品質に基づいて適応変調し
た着信通知メッセージを該移動機宛へ広報することができる。また、無線基地局側装置は
、該移動機宛の着信データを受信したとき、該受信品質に基づいて、配信するマルチキャ
ストデータを適応変調できる。
【０１３４】
　図１３及び図１４は、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素に、MBS_CQICH_All
oc_IEを含める場合のMBS_MAP　Messageのメッセージフォーマットである。
【０１３５】
　本実施例では、上述したIEEE802.16e標準のフレーム構成を前提に、図１３及び図１４
に示すようなMBS_CQICH_Alloc_IEを新たに規定する。
【０１３６】
　図１３に示すように、MBS_MAP　MessageのMBS_DATA_IEに、MBS_CQICH_Alloc_IEを新た
に含める。また、MBS_MAP　MessageのExtended_MBS_DATA_IEに、MBS_CQICH_Alloc_IEを新
たに含めるようにしてもよい。また、MBS_MAP　MessageのMBS_DATA_Time_Diversity_IEに
、MBS_CQICH_Alloc_IEを新たに含めるようにしてもよい。
【０１３７】
　また、図１４に示すように、MBS_CQICH_Alloc_IEには、移動機識別子(MSID)、Frame　O
ffset、Fast-Feedback　Region中Allocation　Offsetが含まれるようにしてもよい。また
、図１４に示される他の情報要素が含まれるようにしてもよい。移動機識別子は、割り当
て対象のマルチキャスト受信アイドル移動機を示す。Frame　Offsetは、割り当て対象のF
ast_Feedback_Slotを含むFast_Feedback_Regionを搬送するフレームを示す。Allocation
　Offsetは、Fast_Feedback_Region中の割り当て対象のFast_Feedback_Slot番号を示す。
【０１３８】
　図１４に示されるPeriod(p)、Duration(d)は、必須ではない。Period(p)、Duration(d)
を含めることにより、MBS_CQICH_Alloc_IEによる割り当てにより、Durationで指定した期
間、割り当てることができる。すなわち、割り当てが一度きりではなくなる。言い換えれ
ば、Durationで指定した期間、２のPeriod乗毎のフレームのFast_Feedback_RegionのFast
_Feedback_Slotを割り当てることができる。
【０１３９】
　本実施例によれば、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素に、MBS_CQICH_Alloc
_IEを含めることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機が、電
波の受信品質を無線基地局側装置へ送信することができる。
【０１４０】
　図１５は、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素に、MBS_CQICH_Alloc_IEを含
める場合のMBS_MAP_IEのフォーマットを示す。
【０１４１】
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　MBS_MAP_IEは、上述したように、DL-MAPの一情報要素として、DL-MAPに含まれる。
【０１４２】
　MBS_MAP_IEに含まれるMBS_CQICH_Alloc_IEには、移動機識別子(MSID)、Frame　Offset
、Fast-Feedback　Region中Allocation　Offsetが含まれるようにしてもよい。MBS_CQICH
_Alloc_IEに含まれる情報要素のうち、Period(p)、Duration(d)はオプションとしてもよ
い。
【０１４３】
　本実施例によれば、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素に、MBS_CQICH_Alloc
_IEを含める。このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードで
ある移動機は、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信することができる。
【０１４４】
　尚、上述した実施例において、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機
は、受信確認を送信するための帯域割り当てと、受信品質を送信するための帯域割り当て
とを同じ割り当てメッセージで割り当てるようにしてもよい。例えば、マルチキャストを
受信するアイドルモードである移動機が、MBS_CQICH_Alloc_IEで割り当てられたFast_Fee
dback_Slotを使用して、受信品質を送信した場合に、該受信品質は、対象のマルチキャス
トデータを受信したことを示す受信確認であるようにしてもよい。このようにすることに
より、受信確認を送信するための帯域割り当てと、受信品質を送信するための帯域割り当
てとをマージすることができる。
（第７の実施例）
　本実施例に係る通信システムの他の適用例について説明する。本実施例では、上述した
ようにWiMAXを一例として説明する。
【０１４５】
　本実施例では、無線基地局側装置が、フレーム中の媒体アクセス制御　パケット　デー
タ　ユニット(MAC　PDU)のヘッダ中に、アップリングデータを送信するための帯域割り当
てメッセージとして、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素を含める。
【０１４６】
　このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は
、特定の基地局と制御メッセージを送受信して、アイドルモードからノーマルモードへ移
行せずに、データ量が確定している一時的なアップリンクデータを送信することができる
。
【０１４７】
　また、本実施例では、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素に、MBS_ACK_Alloc
_Extended_Subheaderを含める。
該MBS_ACK_Alloc_Extended_Subheaderには、移動機識別子(MSID)、Frame　Offset、Fast-
Feedback　Region中Allocation　Offsetを含むMBS_ACK_Alloc_IEを含めるようにしてもよ
い。
【０１４８】
　マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、マルチキャストデータの受
信確認を無基地局側装置へ送信することができる。
【０１４９】
　図１６は、本実施例にかかるMAC(Media　Access　Control)　PDU(Protocol　Data　Uni
t)のフォーマットを示す。WiMAXにおいては、図８を参照して説明したPHY(Physical)レイ
ヤのフレームのburstが、エンコードされた複数のMACレイヤのデータユニットを収容する
。マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、MAC　PDUを読むことにより
、マルチキャストデータを受信することができる。
【０１５０】
　図１６において、MAC　PDUには、ジェネリック　マック　ヘッダ(Generic　MAC　heade
r)、拡張サブヘッダ(Extended　subheader)、サブヘッダ(Subheader)、ペイロード（Payl
oad）(マルチキャストデータ)及びCRCが含まれる。Extended　subheader、Subheader及び



(25) JP 5158194 B2 2013.3.6

10

20

30

40

50

CRCは、オプションである。
【０１５１】
　本実施例では、Extended　Subheaderに、MBS_ACK_Alloc_Extended_Subheaderを含める
。MBS_ACK_Alloc_Extended_Subheaderは、帯域割り当てメッセージであってもよい。従っ
て、Extended　subheaderは、必要なsubheaderとなる。本実施例では、Generic　MAC　he
aderの拡張サブヘッダフィールド(ESF:　Extended　Subheader　Field)を、「Extended　
Subheader有り」を示す値に設定する。
【０１５２】
　また、Extended　subheaderは、図１６に示すように、複数のExtended　subheaderをま
とめたグループ構成となっている。本実施例では、この拡張サブヘッダグループ(Extende
d　subheader　group)の一つとして、新たに設けたMBS_ACK_Alloc_Extended_Subheaderを
含める。
【０１５３】
　図１７には、本実施例のMBS_ACK_Alloc_Extended_Subheaderのフォーマットの一例が示
される。MBS_ACK_Alloc_Extended_Subheaderには、対象とするマルチキャストを受信する
アイドルモードである移動機分のMBS_ACK_Alloc_IEが含まれる。MBS_ACK_Alloc_IEは、帯
域割り当てメッセージでもよい。MBS_ACK_Alloc_IEには、MSID、Allocation　Offset、Fr
ame　Offsetが含まれるようにしてもよい。マルチキャストのMAC　PDUは、複数の移動機
により受信される。このため、MAC　PDUだけでは、移動機を特定することはできない。従
って、Subheaderで、MSIDを指定して、対象とするMSID分の割り当て情報を含める必要が
ある。
【０１５４】
　本実施例によれば、MAC　PDUに、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動
機へFast-Feedback-Channelを割り当てるMBS_ACK_Alloc_Extended_Subheaderを新たに含
める。このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動
機が、マルチキャストデータの受信確認を無線基地局側装置へ送信することができる。
【０１５５】
　尚、本実施例では、MAC　PDUのヘッダ中にアップリングデータを送信するための帯域割
り当てメッセージとして、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素を含める方法と
して、Extended Subheaderを用いた場合について説明した。別の手法として、Fast-Feedb
ack-Channelを割り当てる情報要素をSubheaderに含めるようにしてもよい。Subheaderを
用いる場合は、Subheaderタイプは既に全て使い切っているので、新たにSubheaderを定義
するのではなく、既存のSubheaderを拡張して、帯域割り当てメッセージを含めるように
してもよい。
（第８の実施例）
　本実施例に係る通信システムの他の適用例について説明する。本実施例では、上述した
ようにWiMAXを一例として説明する。
【０１５６】
　本実施例では、無線基地局側装置が、フレーム中のMAC　PDUのヘッダに、アップリング
データを送信するための帯域割り当てメッセージとして、Fast-Feedback-Channelを割り
当てる情報要素を含める。
【０１５７】
　このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は
、特定の基地局と制御メッセージを送受信して、アイドルモードからノーマルモードへ移
行せずに、データ量が確定している一時的なアップリンクデータを送信することができる
。
【０１５８】
　また、本実施例では、上述のFast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素に、MBS_CQI
CH_Alloc_Extended_Subheaderを含める。該MBS_CQICH_Alloc_Extended_Subheaderには、
移動機識別子(MSID)、Frame　Offset、Fast-Feedback　Region中Allocation　Offsetを含
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むMBS_CQICH_Alloc_IEを含めるようにしてもよい。このようにすることにより、マルチキ
ャストを受信するアイドルモードである移動機は、電波の受信品質を無線基地局側装置へ
送信することができる。
【０１５９】
　そして、無線基地局側装置は、該移動機宛の着信データを受信したとき、該受信品質に
基づいて適応変調した着信通知メッセージを該移動機宛へ広報することができる。また、
無線基地局側装置は、該移動機宛の着信データを受信したとき、該受信品質に基づいて、
配信するマルチキャストデータを適応変調することができる。
【０１６０】
　本実施例のMBS_CQICH_Alloc　Extended　Subheaderのフォーマットの一例を図１８に示
す。MBS_CQICH_Alloc　Extended　Subheaderは、図１６を参照して説明したMAC　PDUのEx
tended　Subheaderに含まれるようにしてもよい。MBS_CQICH_Alloc　Extended　Subheade
rは、対象とするマルチキャストを受信するアイドルモードである移動機分のMBS_CQICH_A
lloc_IEを含む。MBS_CQICH_Alloc_IEには、移動機識別子(MSID)、Frame　Offset、Fast-F
eedback　Region中Allocation　Offsetが含まれるようにしてもよい。また、MBS_CQICH_A
lloc_IEには、オプションで、PeriodとDurationを含むようにしてもよい。
【０１６１】
　マルチキャストのMAC　PDUは、複数の移動機により受信されるので、MAC　PDUだけでは
、移動機を特定することはできない。従って、Subheader中で、MSIDを指定して、対象と
するMSID分の割り当て情報を含めるようにしてもよい。
【０１６２】
　本実施例によれば、MAC　PDU中に、マルチキャストを受信するアイドルモードである移
動機へFast-Feedback-Channelを割り当てるMBS_CQICH_Alloc　Extended　Subheaderを新
たに含める。このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードであ
る移動機は、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信することができる。
【０１６３】
　尚、上述した実施例において、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機
が、受信確認を送信するための帯域割り当てと、受信品質を送信するための帯域割り当て
とをマージして、一つの割り当てメッセージで割り当ててもよい。例えば、マルチキャス
トを受信するアイドルモードである移動機は、MBS_CQICH_Alloc_IEで割り当てられたFast
_Feedback_Slotを使用して、受信品質を送信した場合に、該受信品質は、対象のマルチキ
ャストデータを受信したことを示す受信確認であるようにしてもよい。このようにするこ
とにより、受信確認を送信するための帯域割り当てと、受信品質を送信するための帯域割
り当てとをマージすることができる。
【０１６４】
　本実施例に係る通信システムの他の適用例について説明する。本実施例では、上述した
ようにWiMAXを一例として説明する。
【０１６５】
　本実施例では、無線基地局側装置が、下りリンクサブフレームのUL-MAPのUL-MAP　IEに
、アップリングデータを送信するための帯域割り当てメッセージとして、Fast-Feedback-
Channelを割り当てる情報要素を含める。このようにすることにより、マルチキャストを
受信するアイドルモードである移動機は、特定の基地局と制御メッセージを送受信して、
アイドルモードからノーマルモードへ移行せずに、データ量が確定している一時的なアッ
プリンクデータを送信することができる。
【０１６６】
　また、本実施例では、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素として、Extended
　UIUCの一種として、MBS_ACK_IEを含める。該MBS_ACK_IEには、移動機識別子(MSID)、Fr
ame　Offset、Fast-Feedback　Region中Allocation　Offsetを含むMBS_ACK_Alloc_IEを含
めるようにしてもよい。このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドル
モードの移動機は、マルチキャストデータの受信確認を無線基地局側装置へ送信すること
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ができる。
【０１６７】
　図１９には、本実施例のUL-MAP　IEのフォーマットが示される。UL-MAP　IEのフォーマ
ットには、Multicast　CIDが含まれる。Multicast　CIDにより対象とするマルチキャスト
データが識別される。また、UL-MAP　IEのフォーマットには、UIUCが含まれる。このUIUC
は15が指定される。UIUC=15は、Extended　UIUCを示す。この値のUIUCは、UL-MAP　IEを
拡張する際に指定される値である。
【０１６８】
　本実施例では、拡張IEとして、MBS_ACK_IEを新たに含める。MBS_ACK_IEの一例を図２０
に示す。マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、MBS_ACK_IEのExtend
ed　UIUCの値を参照することで、MBS_ACK_IEであることを認識することができる。
【０１６９】
　UL-MAP　IEのフォーマットには、MBS_ACK_IEが含まれる。MBS_ACK_IEは、対象とするマ
ルチキャストを受信するアイドルモードである移動機分のMBS_ACK_Alloc_IEを含む。MBS_
ACK_Alloc_IEは、MSID、Allocation　Offset、Frame　Offsetを含むようにしてもよい。
【０１７０】
　本実施例によれば、UL-MAP　IEにマルチキャストを受信するアイドルモードである移動
機へFast-Feedback-Channelを割り当てるMBS_ACK_IEを新たに含める。このようにするこ
とにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機が、マルチキャストデ
ータの受信確認を無線基地局側装置へ送信することができる。
【０１７１】
　本実施例に係る通信システムの他の適用例について説明する。本実施例では、上述した
ようにWiMAXを一例として説明する。
【０１７２】
　本実施例では、無線基地局側装置が、下りリンクサブフレームのUL-MAPのUL-MAP　IE中
に、アップリングデータを送信するための帯域割り当てメッセージとして、Fast-Feedbac
k-Channelを割り当てる情報要素を含める。このようにすることにより、マルチキャスト
を受信するアイドルモードである移動機は、特定の基地局と制御メッセージを送受信して
、アイドルモードからノーマルモードへ移行せずに、データ量が確定している一時的なア
ップリンクデータを送信することができる。
【０１７３】
　また、本実施例では、Fast-Feedback-Channelを割り当てる情報要素として、Extended
　UIUCの一種として、MBS_CQICH_IEを含める。該MBS_CQICH_IEには、移動機識別子(MSID)
、Frame　Offset、Fast-Feedback　Region中Allocation　Offsetを含むMBS_CQICH_Alloc_
IEを含めるようにしてもよい。このようにすることにより、マルチキャストを受信するア
イドルモードである移動機は、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信することができ
る。
【０１７４】
　また、無線基地局側装置は、該移動機宛の着信データを受信したとき、該受信品質に基
づいて、適応変調した着信通知メッセージを該移動機宛へ広報することができる。また、
無線基地局側装置が、該受信品質に基づいて、配信するマルチキャストデータを適応変調
することができる。
【０１７５】
　図２１には、本実施例のUL-MAP　IEのフォーマットが示される。UL-MAP　IEのフォーマ
ットには、Multicast　CIDが含まれる。Multicast　CIDにより対象とするマルチキャスト
データが識別される。また、UL-MAP　IEのフォーマットには、UIUCが含まれる。このUIUC
は15が指定される。UIUC=15は、Extended　UIUCを示す。この値のUIUCは、UL-MAP　IEを
拡張する際に指定される値である。
【０１７６】
　本実施例では、拡張IEとして、MBS_CQICH_IEを新たに含める。MBS_CQICH_IEの一例を図
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２２に示す。マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、MBS_CQICH_IEの
Extended　UIUCの値を参照することで、MBS_CQICH_IEであることを認識することができる
。
【０１７７】
　UL-MAP　IEのフォーマットには、MBS_CQICH_IEが含まれる。MBS_CQICH_IEは、対象とす
るマルチキャストを受信するアイドルモードである移動機分のMBS_CQICH_Alloc_IEを含む
。MBS_CQICH_Alloc_IEは、移動機識別子(MSID)、Frame　Offset、Fast-Feedback　Region
中Allocation　Offsetを含むようにしてもよい。MBS_CQICH_Alloc_IEは、オプションで、
PeriodとDurationを含むようにしてもよい。
【０１７８】
　本実施例によれば、UL-MAP　IEにマルチキャストを受信するアイドルモードである移動
機へFast-Feedback-Channelを割り当てるMBS_CQICH_IEを新たに含める。このようにする
ことにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機が、マルチキャスト
データの受信確認を無線基地局側装置へ送信することができる。
【０１７９】
　本実施例に係る通信システムの他の適用例について説明する。本実施例では、上述した
ようにWiMAXを一例として説明する。
【０１８０】
　本実施例では、図８を参照して説明したUL　burstを、各マルチキャストを受信するア
イドルモードである移動機へ割り当てる。従って、上述した実施例のようにFast-Feedbac
k-Channelを割り当てるものとは異なる。
【０１８１】
　このようにすることにより、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は
、特定の基地局と制御メッセージを送受信して、アイドルモードからノーマルモードへ移
行せずに、データ量が確定している一時的なアップリンクデータを送信することができる
。
【０１８２】
　図２３には、本実施例のUL-MAP　IEのフォーマットが示される。図２３によれば、UL　
burstが割り当てられる。UL-MAP　IEにおいて、CIDとして、移動機と一対一に対応関係が
取れるBasic　CIDが指定される場合もある。しかし、マルチキャストを受信するアイドル
モードである移動機は、アイドルモードであるので、Basic　CIDが割り当てられていない
。そこで、CIDとしては、Multicast　CIDを指定する。そして、拡張IEであるMBS_UL_Burs
t_IEでMSIDを指定する。このようにすることにより、ある特定のマルチキャストを受信す
るアイドルモードである移動機へUL　burstを割り当てることができる。
【０１８３】
　MBS_UL_Burst_IEのフォーマットの一例を、図２４に示す。MBS_UL_Burst_IEのフォーマ
ットにおいて、MSIDはマルチキャストを受信するアイドルモードである移動機を指定する
。UIUCはMBS_UL_Burst_IEにより指定されるUL　burstの変調情報を指定する。ただし、対
象のマルチキャストを受信するアイドルモードである移動機の受信品質が得られてない場
合は、最低の受信品質であると想定して、UL　burstの変調情報を指定する。Durationは
、OFDMAスロット数を示し、MBS_UL_Burst_IEが指定するUL　burstのサイズを指定する。U
L　burstの指定に当たっては、縦軸/横軸に相当する、OFDMA　symbol/subchannelに関す
る情報を指定する必要はない。それは、UL-MAPの登場するUL-MAP IE順に、左上から右下
方向へDurationで指定されたOFDMA　symbolをOFDMAスロット単位で割り当てていき、右端
に到達したら、左端にループすることに標準仕様上、規定されているためである。従って
、Durationを指定するだけで、フレーム中のUL　burstを指定することができる。
【０１８４】
　本実施例によれば、下りリンクのサブフレームのUL-MAPの新たなUL-MAP　IEとして、マ
ルチキャストを受信するアイドルモードである移動機が利用できるUL burstを指定するMB
S_UL_Burst_IEを、新たに含める。このようにすることにより、該マルチキャストを受信
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ドルモードからノーマルモードへ移行せずに、データ量が確定している一時的なアップリ
ンクデータを送信することができる。
【０１８５】
　UL　burstは、Fast-Feedback-Channelと異なり、割り当てる際に必ずしも用途を限定す
る必要はない。UL　burstには各種ヘッダを付加することができるので、該ヘッダによっ
て、受信確認なのか、受信品質なのかを、基地局が判別することができる。
【０１８６】
　本実施例によれば、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、特定の
基地局と制御メッセージを送受信して、アイドルモードからノーマルモードへ移行せずに
、データ量が確定している一時的なアップリンクデータを送信できる。
【０１８７】
　また、本実施例によれば、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、
帯域割り当てメッセージにより、当該移動機に割り当てられたアップリンクデータを送信
するための帯域を使用して、マルチキャストデータの受信確認を無線基地局側装置へ送信
することができる。
【０１８８】
　また、本実施例によれば、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、
帯域割り当てメッセージにより、当該移動機に割り当てられたアップリンクデータを送信
するための帯域を使用して、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信することができる
。また、無線基地局側装置は、該移動機宛の着信データを受信した際に、該受信品質に基
づき適応変調した着信通知メッセージを該移動機宛へ広報することができる。
【０１８９】
　また、本実施例によれば、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機は、
帯域割り当てメッセージにより、当該移動機に割り当てられたアップリンクデータを送信
するための帯域を使用して、電波の受信品質を無線基地局側装置へ送信することができる
。また、無線基地局側装置は、マルチキャストを受信するアイドルモードである移動機の
受信品質に基づいて、マルチキャストデータを適応変調することができる。
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